







Mechanical properties of a dental casting clasp made by 

















































































































































































































































































































































































































































































0．05 4．2（±0．4） 4．5 7．9 0．05 4．6（±1．3） 5．1 12．0
0．1 8．7（±0．6） 9．1 4．7 0．1 9．7（±1．7） 10．2 4．9
0．15 13．1（±0．5） 13．6 4．1 0．15 14．8（±2．1） 15．3 3．1
0．2 17．2（±0．5） 18．1 5．4 0．2 20．0（±2．4） 20．4 1．9
0．25 20．9（±0．5） 22．2 6．3 0．25 25．0（±2．7） 25．5 1．8
0．3 24．5（±0．5） 26．0 6．0 0．3 29．8（±2．9） 30．5 2．3
0．35 27．7（±0．5） 29．2 5．4 0．35 34．3（±3．1） 35．2 2．9
0．4 30．7（±0．5） 32．1 4．7 0．4 38．4（±3．2） 39．7 3．3
0．45 33．2（±0．5） 34．6 4．1 0．45 42．1（±3．2） 43．7 3．7
0．5 35．5（±0．5） 36．8 3．7 0．5 45．5（±3．2） 47．2 3．8
0．55 37．4（±0．5） 38．7 3．4 0．55 48．5（±3．2） 50．3 3．9
0．6 39．1（±0．5） 40．3 3．1 0．6 51．1（±3．1） 53．1 4．0
0．65 40．6（±0．5） 41．7 2．9 0．65 53．3（±3．0） 55．5 4．1
0．7 41．9（±0．5） 43．0 2．7 0．7 55．3（±3．0） 57．6 4．1
0．75 43．0（±0．5） 43．9 2．2 0．75 57．0（±2．8） 59．4 4．1
0．8 44．0（±0．5） 44．8 1．8 0．8 58．5（±2．8） 61．0 4．2
0．85 44．9（±0．5） 45．6 1．4 0．85 59．9（±2．7） 62．4 4．2
0．9 45．8（±0．5） 46．3 1．2 0．9 61．0（±2．6） 63．6 4．3
0．95 46．5（±0．5） 46．6 0．3 0．95 62．0（±2．5） 64．6 4．2




































































































































































0．25 1．6（±0．01） 1．5（±0．1） 1．2（±0．1） 0．7（±0．1）
0．5 2．8（±0．1） 2．7（±0．04） 2．0（±0．1） 0．9（±0．1）
0．75 3．5（±0．2） 3．3（±0．03） 2．2（±0．1） 0．9（±0．1）

















0．25 1．6（±0．01） 1．6（±0．04） 1．4（±0．1） 1．0（±0．01）
0．5 2．8（±0．1） 2．8（±0．04） 2．4（±0．1） 1．3（±0．03）
0．75 3．5（±0．2） 3．5（±0．03） 3．0（±0．1） 1．4（±0．04）

















0．25 1．6（±0．01） 1．6（±0．1） 1．5（±0．1） 1．4（±0．1）
0．5 2．8（±0．1） 2．8（±0．1） 2．6（±0．3） 2．4（±0．1）
0．75 3．5（±0．2） 3．5（±0．04） 3．4（±0．2） 2．8（±0．1）





































































































0．05 2．5（±0．5） 2．9 12．0
0．1 5．3（±0．9） 5．7 7．6
0．15 8．1（±1．1） 8．5 5．6
0．2 10．9（±1．4） 11．4 4．7
0．25 13．6（±1．7） 14．2 4．2
0．3 16．4（±2．0） 17．1 4．2
0．35 19．0（±2．2） 19．9 4．5
0．4 21．6（±2．5） 22．7 4．8
0．45 24．1（±2．7） 25．4 5．0
0．5 26．5（±2．8） 27．9 5．2
0．55 28．8（±2．9） 30．3 5．3
0．6 30．8（±3．0） 32．5 5．3
0．65 32．8（±3．1） 34．5 5．1
0．7 34．6（±3．1） 36．3 5．0
0．75 36，2（±3．1） 37．9 4．8
0．8 37．6（±3．1） 39．4 4．6
0．85 38．9（±3．1） 40．7 4．5
0．9 40．1（±3、1） 41．9 4．4
0．95 41．3（±3．2） 42．9 4．0





















































































































































































































0．25 14．2 14．2 14．1 14．1 13．4
0．5 27．8 27．9 27．7 27．6 25．2
0．75 37．6 37．8 37．6 37．5 32．8
















0．25 14．2 14．2 14．2 14．2 13．6
0．5 27．8 27．9 27．9 27．8 26．2
0．75 37．6 37．9 37．9 37．8 34．5
















0．25 14．2 14．2 14．2 14．2 13．9
0．5 27．8 27．9 27．9 27．9 27．3
0．75 37．6 37．9 37．9 37．8 37．0
1．0 43．6 43．9 43．9 43．7 42．9
欠陥無し
球状（中心軸上）
球状（外側へO．05m皿偏位）
球状（内側へ005m皿偏位）
　　　　　0．0　　　　　　0，1　　　　　　0．2　　　　　　0．3　　　　　　α4
　　　　　　　　　　　変位量　　　　　　　　　　　［mm］
図19：欠陥の位置が鋳造体の機械的性質に与える影響
実験5　欠陥の位置が機械的性質に及ぼす影響
　解析結果から，鋳造体を外側へ向かって0．25
mm変位させ，欠陥が外側へ0．05mm偏位する
と，応力集中している範囲と欠陥が接合する部分
が拡大し，集中した応力は耐力を超えるため鋳造
体に対する影響が大きくなると思われる．一方，
欠陥が内側へ0．05mm偏位した場合，欠陥が表
層に接近してもより応力が集中する荷重点の対側
より離れ変形に抵抗できる厚さとなるため影響が
減少したと思われる（図20）．
　一連の結果より，テーパー状の鋳造体に直径
1．2mmの欠陥が臨床上における固定部と考えら
れる鉤脚部から鉤肩部に存在すると，欠陥周囲に
変形が発生し，破壊が生じやすいので，当該部位
に欠陥が存在した場合は補綴物の再製作が必要に
なると思われる．加えて，欠陥の位置が外側に偏
位，あるいは外側に開放された状態であった場
合，更なる機械的性質の低下が予想されるので装
置を使用することは好ましくないと判断した．
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図20：欠陥を偏位させたテーパー付き鋳造体の応力分布
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図21　欠陥の無い線材の応力分布（変位量0．25皿m）
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図22：欠陥の無いテーパー付き鋳造体の応力分布（変位量0．25mm）
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図23：球状欠陥を含有する線材の応力分布（変位量0．25mm）
164 渡邉：欠陥を内包したチタン製鋳造クラスプの機械的性質に関する研究
結 論
　欠陥が鋳造クラスプの機械的性質に与える影響
について有限要素で力学的解析を行ったところ，
以下の結論に達した．
1．今回の条件で用いたテーパー状の鋳造体にお
　ける欠陥の直径が0．3，0．5，0．7mmのとき，
　鋳造体の機械的性質には影響を及ぼさず，直径
　が1．2mm以上になると疲労破壊が生じる可能
　性が示唆された．
2．直径1．2mmの欠陥が固定部寄り，すなわち
　臨床上での固定部にあたる鉤脚部から鉤肩部へ
　の移行部に存在すると機械的性質が低下した．
3．欠陥が鋳造体の外側に偏位もしくは外側に向
　かって開放された状態になると内側に欠陥が生
　じたものに比べて機械的性質が低下する傾向が
　示された．
　以上のことから，非破壊検査によってクラスプ
の鉤脚部から鉤肩部への移行部に直径1．2mm以
上の欠陥が認められた場合，欠陥の周囲に応力が
集中し変形が生じやすく，耐力値以下の応力で
あっても比較的短期間に当該部から疲労破壊を起
こす可能性があるので装置として使用不可能であ
ると思われる．
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